るな と言う 態度の、 それが 明かに 窓から 見 透く。 郵 

き か お こころやす た つたお リじ おなじくに 

便 局員 貴下、 御 心安 かれ、 受取人の 立 田 織 次 も、 同国 

の 平民で ある。 

さて、 局の 石段 を 下りる と、 広々 とした 四 辻に 立つ 

た。 

「さあ、 何処へ 行こう ご 

何処へ でも 勝手に 行く が 可、 また 何処へ も 行かない 

でも 可い。 このまま、 今度の 帰省 中 転がって る 従姉の 

うち い そこ 

家へ 帰っても 可い が、 其処 は 今し がた 出て 来たば かり _ 

すぐに 取って返せば、 忘れ物で もした ように 思う であ 

はかまいり きのう 

ろう。 …… 先祖 代々 の 墓詣は 昨日 済ます し、 久しぶ 



りで 見たかった 公園 も その 帰りに 廻る。 約束の 会 は 

あした すき いとこ 

明日 だし、 好な もの は晚に 食べさせる、 と 従姉が 言つ 

さし あた いくか 

た。 差当リ 何の 用 もない。 何年に も 幾日に も、 こんな 

のんき ち 

暢気な 事 は 覚えぬ。 おんぶす るなら して くれ、 で、 些 

た わい ここち 

と 他愛がない ほど、 のびのび とした 心地。 

気候 は、 と言うと、 ほかほかが 通り越した、 これで 

赫と 日が 当る と、 日中 は 早 じりじりと 来そう な 頃が、 

ちか やまぐ も うつす まわた ほ 

近 山 曇りに 薄 りと 雲が 懸 つ て、 真綿 を 日光に 干す よ 

ひるごろ 

うな、 ふつく リと 軽い 暖かさ。 午 頃の 蔭 もささぬ 柳の 

葉に、 ふわ ふわと 柔 い 風が 懸る。 …… その 柳の 下 を、 

くるま 

K けて 通る 腕 車 も 見えず、 人通り はちら ほらと、 都で 



りよ てん そ こ 

どに、 一軒 料理屋 を 兼ねた 旅 店が ある。 其処へ 東京 か 

のりこみ 

ら 新任の 県知事が お 乗 込と あるに ついて、 向った 玄関 

だんだら みずお け ひしゃく 

に 段々 の 幕 を 打ち、 水 桶に 真新しい 柄杓 を 備えて、 

うやう や もりずな あらむ しろ しきつ- 

恭 しく 盛 砂して、 門から 新 筵 を 敷 詰めて あるの を、 

向 側の 軒下に 立って 視 めた 事が ある。 通り 懸 りのお 百 

姓 は、 この 前 を 過ぎる のに、 

「ああつ、」 といって 腰 をのめ らして 行った。 …… 御 

威勢の ほど は、 後年 地方 長官 会議の 節に 上京な される 

み え ねぎ 

と、 電話 第 何番 と言うの が 見得の 旅館へ 宿って、 葱の 

曖で、 東京の 町へ 出ら るる 御身 分と は 夢にも 思われ 

な レ 



また 夢の よう だけれ ども、 今 見れば 麵麴屋 になった、 

ちょう がらす 

丁 ど その 硝子 窓の ある あたりへ、 幕 を 絞って —— 暑 

みせ かか 

くなる と 夜店の 中へ、 見 世 ものの 小屋が 掛 つた。 猿 芝 

めくら すみぬ リ 

居、 大蛇、 熊、 盲目の 墨 塗 —— (この 土俵 は 星の 下に 

ひとくる わ どく だみ 

暗 か つ たが) —— 西洋 手品な ど 一 廓 に、 蕺 草の 花 を 咲 

くもお とこ 

かせた —— 表通りへ 目に 立って、 蜘蛛 男の 見世物が 

あ つ た 事 を 思 出す。 

額の 出た、 頭の 大きい、 鼻の しゃくんだ、 黄色い 顔 

おとな いびつな リ あたま 

が、 その 長さ、 大人の 二倍、 やがて 一 尺、 飯櫃 形の 天窓 

まげ たけ 

に チョン 髭 を 載せた、 身の 丈と いう ほどの もの はない。 

あご かみしも ところ 

頤 から 爪先の 生えた のが、 金ぴかの 上下 を 着た 処は、 



おや 巾び つま 

アイ 来た、 と 手品師が 箱の 中から 拇指で 摘み 出しそう 

ちゅうお やじ ねずみ よめい リ 

な 中 親 仁。 これが 看板で、 小屋の 正面に、 鼠の 嫁入に 

担ぎそう な 小さな 駕籠の 中に、 くたり となって、 ふん 

おでこ みみず 

ふ んと 鼻息 を 荒く する) J とに、 その 出額に 蚯蚓 のよう 

うね こみあ ぐんじゅ 

な 横筋 を 畝ら せながら、 きょろきょろと、 込 合う 群集 

なが こうじょ ういい 

を視 めて 控える …… 口上 言が その 出番に、 

「太夫い の、 太夫い の ごと 呼ぶ と、 駕籠の 中で、 しゃつ 

あたま ふりた 

きりと 天窓 を掉 立て、 

「唯今、 それへ ご 

あご 大 もん 

とひね こびれ た 声 を 出し、 頤を しゃくって 衣紋 を 造 

る。 その 身動きに、 鼬の 香を芬 とさせて、 ひよこ ひよ 



ゆ あしどり く も おお あたま 

こと 行く 足 取が 蜘蛛の巣 を 渡る ようで、 大 天窓の 

ぼんのくぼ つけぎ 

頸 窪に、 附木 ほどな 腰板が、 ちょこ なんと 見えた の を 

おも いおこ 

憶 起 す。 

それが 舞台へ 懸る 途端に、 ふわ ふわと 幕 を 落す。 そ 

き ど おおぜい 

の 時 木戸に 立った 多勢の 方 を 見向いて、 

む ぶらさが 

「う ふん ご といって、 目を剝 いて、 脳天から 振 下った 

あ.^ 

ような、 紅い 舌 をべ ろり と 出した の を 見て、 織 次 は 

そ つ うち にげかえ 

悚 然として、 雲の 蒸す 月の 下 を 家へ 遁 帰った 事が ある。 

けもの 

人間で は あるまい。 鳥 か、 獣 か、 それとも やっぱり 

土 蜘蛛の 類 かと、 訪ねる と、 …… その 頃 六十ば かり 

だった 織 次の 祖母さん が、 



しばらく ぼうぜん 

り、 赤く 塗った 柱より、 先ず その 山 を 見て、 暫時 茫然 

として \ィ ん だの は、 つい 二、 三日 前の 事であった。 

く る ま ゆ いとこ 

腕 車 を 雇って、 さして 行く 従姉の 町より、 真 先に、 

「あの 山 は？」 

ふたまた くるまや 

「二股 じ や ごと 車夫が 答えた。 —— 織 次 は、 この 国に 

まちはずれ こども ゆ 

育った が、 用の ない 町 端まで、 小児の 時には 行かな 

ただ さつきばれ 

かった ので、 唯 名に 聞いた、 五月 晴の空 も、 暗い、 そ 

の 山。 



ごろごろと 錫 を 鳴らしつつ、 塩辛 声して、 

ひめ まつ おおやの たろう みつくに 

「 …… 姫 松 どの はェ」 と、 大 宅太郎 光国の 恋女房が、 

たき やしゃ ひめ さんさい しょうぞく 

滝 夜叉 姫 の 山寨に 捕えられて、 小賊 どもの 手に 

まつばい ぶし ところ うしろで ひじ 

松葉 燻と なる 処 II 樹の 枝へ 釣 上げられ、 後手の 肱 

そら そりかえ さかさ むせ 

を 空に、 反 返る 髪 を 倒に 落して、 ヒィ ヒィと 咽んで 泣 

く。 やがて 夫の 光国が 来合わせて 助ける というの が、 

明晚、 とあった が、 翌晚も そのままで、 次第に 姫 松の 

声が 渴れ る。 

つま た 

「我が 夫い のう、 光国 どの、 助けて 給べ ご とば かりで、 

この 武者修業の、 足の 遅 さ。 

みばん め やつ ふもと 

三晚 目に、 漸と こさと 山の 麓へ 着いた ばかり。 



ひとすじ まっしろ なび 

一 面に どんより と 曇った 中に、 一 筋 真白な 雲の 靡く の 

は、 やがて 銀河になる 時節 も 近い。 …… 視 むれば、 幼 

ありさま まのあたり 

い 時の その 光景 を 目前に 見る ようで も あるし、 また 

* つ さぎ とくさ 

夢ら しく も あれば、 前世が 兎 であった 時、 木賊の 中 か 

のぞ こいね がわ 

ら、 ひょいと 視 いた 景色 かも 分らぬ。 待て、 希 く は 

ふたまた ざ か たぬき 

兎で ありたい。 二股 坂の 狸 は 恐れる。 

いや、 こう も、 他愛の ない 事 を 考える の も、 思 出す 

おぎた とこ ゆ 

の も、 小 北の 許へ 行く につけて、 人 は 知らず、 自分で 

とが おの われ かた まぎ 

気が 咎める 己が 心 を、 我と さあらぬ 方へ 紛らそう とし 

たのであった。 

さて、 この 辻から、 以前 織 次の 家の あった、 某 … 



のき ど ま 

軒から 直ぐに 土間へ 入って、 横向きに 店の 戸 を 開け 

な 力ら 

「御免なさい よご 

「はいはい ご 

と 軽い 返事で、 身軽に ちょこちょこと 茶の間から 出 

おんな しもぶ く びん 

た婦 は、 下膨れの 色白で、 真中から 鬢を 分けた 濃い 毛 

たば がみ ち すす まんざら 

の 束ね 髪、 些と 煤び たが、 人形 だち の 古風な 顔。 満更 

きりょう つ つ そで うわ つばり あさ * き 

の 容色で はない が、 紺の 筒袖の 上 被 衣 を、 浅葱の 紐で 

胸高に ちょっと 留めた 甲斐 甲 勢し い 女房ぶ リ。 些と気 

うち くらしむ 

になる の は、 この 家 あたりの 暮 向きで は、 これが つい 

通りの 風俗で、 誰も 怪しみ はしない けれども、 畳の 上 



「ずっと、 ずっとず つと こちらへ。」 ともう 真中へ 

座蒲団 を 持 出して、 床の間の 方へ 直しながら、 一 ッく 

たちみ 

るりと 立身で 廻る。 

いや つ ふすま 

「構つ ちゃ 可 厭 だよ ご と衝と 茶の間 を 抜ける 時、 襖 

けん はしごだん ゆる かか ふきこ 

二 間の 上 を 渡って、 二階の 階 子 段が 緩く 架る、 拭 込ん 

おおと だな いれ 

だ大 戸棚の 前で、 入ち がいに なって、 女房 は 店の 方へ、 

あとず さ -la- さ 

ばた ばた と 後退り に 退 つ た。 

ま はさ さし 

その 茶の 室の 長火鉢 を 挟んで、 差む かいに 年寄りが 

二人いた。 ああ、 まだ 達者 だと 見える。 火鉢の 向う に 

つくば ほうねん あたま 

踞 つて、 その 法然 天窓が、 火の気の 少ぃ 灰の 上に 冷た 

てつびん ところ 

そうで、 鉄瓶より 低い 処 にしな びた の は、 もう 七十の 



「早い にも、 織さん、 私なん ざもう 御覧の 通り 爺に 

す^ちが 

なり ましたよ。 これ じ や 途中で 擦 違った ぐらいで は、 

ちょつ とお 分りになります まいご 

いやち つ あい いき 

「否、 些とも 変らない ね、 相 かわらず 意気な 人 さ ご 

「これ はしたり！」 

つきだ か いな ひた い たた 

と 天井抜けに、 突出す 腕で 額 を 叩いて、 

おそれい じこみ きつ ひと 

「はつ、 恐 入った ね。 東京 仕込のお 世辞 は 強い。 人、 

li^ 加減に 願います ぜご 

まえだれ は ひじ っッぱ 

と 前垂 を 横に 刎ねて、 肱 を 突張り、 ぴたりと 膝に 手 

つ むきな お 

を 支いて 向 直る。 

じょうだん まきたばこ 

「何、 串戯な もの かご と言う 時、 織 次 は 卷莨を 火鉢 



うつむ に つ こリ おももち リん やさ 

にさして 俯向いて 莞爾 した。 面色 は 凛と しながら 優し 

かった。 

「粗末な お茶で ございます、 直ぐに、 あの、 入 かえ ま 

ひと 

すけれ ど、 お ーッご 

ま ず 

と 女房が、 茶の 室から、 半身 を摺 らして 出た。 

わつ) 

「これえ、 私 が 事 を 意気な 男 だとお 言いな さるせ、 

御馳走 をし なけり やや 可ん ね ご 

「あれ、 もし、 お 膝に ご と、 うつか リ平吉 の 言う 事 も 

ききおと すいから 

聞 落したら しかった のが、 織 次が 膝に 落ちた 吸殻の 灰 

はじ まぶた 

を 弾いて、 はっとし たように 瞼 を 染めた。 



うち おんな じ 

「内で 困って、 …… 今でも 貧乏 は 同一 だが ご 

きつ く 

と 織 次 は 屹と腕 を 拱んだ。 

、- おやじ 

「私が 学校で 要る 教科書が 買えなかった ので、 親 仁が 

おもいき おふくろ かたみ 

思 切って、 阿 母の 記念の 錦絵 を、 古本屋に 売った の を、 

かいもど しま 

平さん が 買 戻して、 蔵つ といて くれた。 その 絵の 事 だ 

よご 

しぐれ みずな ゆ うげ は し 

時雨の 雲の 暗い 晚、 寂しい 水菜で 夕餉が 済む、 と 箸 

さき 

も 下に 置かぬ 前から、 織 次 はどうしても 持たねば なら 

ね だ しんせんぶ つりしよ 

ない、 と 言って 強請った、 新撰 物理 書と いう 四 冊 もの 

の 黒表 紙。 これがなければ 学校へ 通われぬ と 言う の で 

はない。 科目 は 教師が 黒板に 書いて 教授す るの を、 筆 



記帳へ 書取って、 事 は 足りた ので あるが、 皆が 持って 

きん 

るから 欲しくて ならぬ。 定価が その 時 金 八十 銭と、 覚 

えてい る。 

七 

ともしび 

親父 は その 晚、 一 合の 酒 も 飲まないで、 燈 火の 赤黒 

ほや ひび すす ランプ もと 

い、 火屋の 亀裂に 紙 を 貼った、 笠の 煤けた 洋燈の 下に、 

膳 を 引いた 跡 を、 直ぐ 長火鉢の 向う の 細工 場に 立ち も 

そで つ * き はんえ リ 

せず、 袖に 継の あたった、 黒の ごろの 半襟の 破れた、 

ちぐさい ろ はんてん ふところ 

千草 色の 半纏の 片手 を 懐 に、 膝 を 立てて、 それへ 



ほおづえ おもなが ささ だんまり 

頰杖 ついて、 面長な 思案 顔 を 重そう に 支えて 黙然。 

とリ つき は 

ちょっと 取 着 端がない から、 

ほし 

「だって、 欲 いんだ もの ご と 言い 棄 てに、 ちょこち よ 

ま ゆ 

こと 板の間 を 伝って、 だだッ 広い、 寒い 台所へ 行く、 

すみ しも おば あ ずきん 

と 向う の 隅に、 霜が 見える …… 袓 母さんが 頭巾 もな し 

つめた 

の 真白な 小さな おばこで、 皿 小鉢 を、 がちがちと 冷 い 

音で 洗つ て) J ざる。 

「買つ とくれ よ、 ようご 

きき わ たもと ながし 

と 聞 分け もな く 織 次が その 抉に ぶら 下った。 流 は 

高い。 走り もとの 破れた 芥 箱の 上下 を、 ちょろちょろ 

まめ ランプ く も ぼう 

と 鼠が 走って、 豆 洋燈が 蜘蛛の巣の 中に 茫と ある …… 



店の はずれ を 板の間から、 土間へ 下りよう として、 暗 

ところ 

ぃ処 で、 

かわい あね さま わし もと くもお とこ 

「可 哀 やの、 姉 様た ち。 私が 許 を 離れても の、 蜘蛛 男 

ふたまた ざ か ゆ 

に 買われ さっし やるな、 二股 坂へ 行くまい ぞご 

い いき こどもごころ 

と 小さな 声して 言 聞かせた。 織 次 は 小児 心に も、 そ 

の 絵 を 売って 金子に 代える ので ある、 と 思った。 …… 

かおなじみ くれない うす むらさき はだえ あね さま 

顔馴染の 濃い 紅、 薄 紫、 雪の 膚の姉 様た ちが、 こ 

の 暗夜 を、 すっと 門 を 出る、 …… と 偶と 寂しくな つた- 

が、 紅、 白粉が 何ん の その、 で、 新撰 物理 書の 黒表 紙 

が、 四 冊 並んで、 目の前で、 ひよ い、 と 躍った。 

「待って ござい、 織 や ご 



としょり うしろ かげ じつ さま たたず おんな 

て 行った 祖母の 背後 影 を、 凝と 見送る 状に \ィ んだ 婦 

が ある。 

一 目 見て、 幼い 織 次 はこの 現世に ない 姿 を 見ながら、 

驚き もせず、 しかし、 とぼん として 小さく 立った。 

その 小児に 振 向けた、 真白な 気高い 顔が、 雪の よう 

に、 颯と 消える、 と キリ キリ キリ と 台所 を 六角に 

4 桁で 仕切った、 内^ 戸の 轆轤が 鳴った。 が、 すぐに、 

かたりと 小皿が 響いた。 

なが し ところ あさぎ てがら 

流の 処に、 浅葱の 手 絡が、 時なら ず、 雲から 射す、 

濃い 月影の ようにち らちら して、 黒髪のお くれ 毛が は 

とお ほの み 

ら はらと かかる、 鼻筋の すっと 通った 横顔が 仄 見えて、 



ふきん 

白い 拭 布が ひらりと 動いた。 

おりぼう 

「織坊 ご 

と 父が 呼んだ。 

「あいご 

ところ え か 

ばた ばた と龃 出して、 その 時まで 同じ 処 に、 画に 描 

じつ くさいろ はんてん からみつ 

いたよう に静 として 動かなかった 草色の 半纏に 搦附 く。 

おつか そっくり 

「ああ、 阿 母の ような 返事 をす る。 肖然 だ、 今の 声が ご 

と 膝へ 抱く。 胸に 附着き、 

お つ かさん 

「台所に 母 様が ご 

「ええ！」 と 父親が 膝 を 立てた。 

r 祖母さん の 手伝いして ご 



親父 は、 そのまま 緊 乎と 抱いて、 

「織 坊、 本 を 買って、 何 を 習う ご 

みんな お つ かさん ところ 

「ああ、 物理 書 を 皆 読む とね、 母 様の いる 処が分 

るって、 先生が そう 言った よ。 だから、 早く 欲し かつ 

たの、 台所に いるんだ もの、 もう 買わな くと も 可い。 

おとつ さん 

…… おいでよ、 父上。」 

と 手 を 引^る と、 猶予いながら、 とぼとぼと 畳に 

から あし ま 

空 足 を 踏んで、 板の間へ 出た。 

その 跫 音より、 鼠の 蚯 ける 音が 激しく、 棕櫚の 骨が 

のぞ そ こ てがら 

ばさりと 視 いて、 其処に、 手 絡の 影 もない。 

織 次 はわつ と 泣 出した。 



せな さす 

父 は 立ちながら 背 を 擦って、 わな わな 震えた。 

雨の 音が 颯と 高い。 

つめて ほんぶ リ 

「おお、 冷え、 本 降、 本 降 ご 

たか ぢ ようし こ こ さしむ か 

と 高調子で 門 を 入った のが、 此処に 差 向った この、 

平吉の 平さん であった。 

からかさ ちょうちん ろうそく 

0. をが さりと 掛けて、 提灯 を ふっと 消す、 と爆燭 

におい うちじゅう かお リ 

の 匂が 立って、 家中 仏壇の 薫が した。 

やせ わば とつ としょり 

「呀！ 世話 場 だね、 どうな すった、 父さん。 お 祖母 

は、 何処へ ご 

で、 父が 一 伍一 什 を 話す と I 

「立 替えましょう、 可 もの を。 七 貫 や 八 貫で 手 離す 



さむぞら 

この 寒空に 水仕事 だ。 

因果な 婆さん やない かい、 と 姉が いつでも 言って ま 

すご …… とその 時 言った。 

つぎのま ところ 

—— その 姉 と言うの が、 次 室の 長火鉢の 処に 来て 

いる。 —— - 

九 

としょり 

そこへ、 祖母が 帰って来 たが、 何ん にも 言わず、 平 

吉に 挨拶 もせぬ 先に、 

「さあ」 と 言って、 本 を 出す。 



/Is お いき ぢ ，：" 

織 次 は 飛んで 獅子の 座へ 直った 勢 。 上から 新撰に 

とびつ つん 

飛 付く、 と 突の めったよう になって 見た。 黒表 紙に は 

あや つや ちょうちょう びろうど 

綾が あって、 艷 があって、 真黒な 胡蝶の 天鵝絨の 羽 

のように 美しく …… 一 枚 開く と、 きらきらと 字が 光つ 

せ せらぎ 

て、 細流の ように 動いて、 何が なしに、 言いよう のな 

い 強い 薫が 芬 として、 目と 口に 浸 込んで、 中に 描いた 

く ろが おたて ラ ンプ 

器械の 図な ど は、 ずッ しり 鉄 の梔 のように 洋燈の 前 

あらわ い がらす ばつ 

に顕れ 出で て、 絵の 硝子が 燐と 光った。 

としょ リ にしきえ 

さて、 祖母の 話で は、 古本屋 は、 あの 錦絵 を 五十 銭 

から 直 を 付け出して、 しまいに 七十 五 銭より は 出せぬ 

ことわ ほし 

と言う。 きな かも その上 はっかぬ と 断る。 欲い 物理 



けて、 ベたり と 薄髯の 生えた、 四角な 顔 を 出した の は 

古本屋の 亭主で。 ：：•• この 顔と、 その 時の ロ惜さ を、 

織 次 は 姉 何に しても 忘れられぬ。 

絵 はもう 人に 売った、 と 言った。 

みし リ ごし じん ほし そ こ 

見知 越の 仁なら ば、 知らせて 欲い、 何処へ 行って 頼 

としょ：：' 

みたい、 と 祖母が 言う と、 ちょいちょい 見 懸ける 男 だ 

が、 この 土地の もので はねえ の。 越後へ 行く 飛脚 だに 

あし はや ふたまた 

よって、 脚が 疾ぃ。 今頃 はもう 二股 を 半分 越したろう、 

ほおづえ つ あざわら 

と 小 窓に 頰杖を 支いて 嘲笑った。 

えん うれくち い べっぴん え ぬし 

縁の 早い、 売 口の 美い 別嬪の 画であった。 主が 帰つ 

ま あか リ もと ちりめんぎ もの 

て 間 もない、 店の 燈許 へ、 あの 縮緬 着物 を 散らかして、 



ありが と こと 

「難 有う、 お 琴さん ご 

と はじめて 親しげ に 名 を 言って、 凝と 振 向く と、 I 

あさぎ のれん ごし さ つ あか ところ 

の 浅葱の 暖簾 越に、 また 颯と 顔 を赧ら めた 処 は、 どう 

M も 力け 力す 力 

やら、 あの 錦絵の 中の、 その、 どの 一 人 かに 俤が幽 

にかよ 

に议通 う。 

「お 一 つ ご 

なお ちょうし 

とそ こへ 膳 を 直して 姚子を 取った。 変れば 変る もの 

なな や ここの ぞん しょう ひなまつり 

で、 まだ、 七八ッ 九 ッ ばかり、 母が 存生 の 頃の 雛祭 

ひ もうせん もも さくら まきえ 

に は、 緋の 毛氈 を 掛けた 桃 桜 の 壇の 前に、 小さな 蒔絵 

ちょこ ぬリ わん しじみ つゆ 

の 膳に 並んで、 この 猪口 ほどな 塗 椀で、 一緒に 蜆の 汁 

ねりもの 

を 替えた 時 は、 この 娘が、 練 物の ような 顔の ほか は、 



レ n しき 

銭 式の 不義理が あって、 当分 顔の 出せない、 といった 

ような 訳で、 いずれ、 取って来ます。 取って来 るに は 

レ n しき 

取って来 ますが、 つい ちょっと、 ソレ銭 式の 事です か 

らな。 

ね にしきえ 

それに、 織さん、 近頃 じ や 価が 出ました つ さ。 錦絵 

は …… 唯た 一枚が、 雑と あの 当時の 二百 枚 だってね、 

大事の ものです。 貴下に も 大事の もので、 また こっち 

ねおし ね 

も 大事の もので さ。 価は惜 まぬ、 ね、 価は惜 まぬ から 

手放さな いか、 と 何度も 言われます がね、 売る もので 

すか。 そり や 売らない。 憚りながら 平吉 売らない ね。 

預り もの だ、 手放して！ ^いもので すかい。 



「あなたえ ご 

うら なさけ 

と 怨めし そうな、 情ない 顔 をす る。 

む けん つら 

ぎよろ りと 目を剝 き、 険な 面で、 

「これえ ご と 言った。 

いわし 

が、 鰯 の 催促 をした ようで。 

「今、 焼い と るん や ご 

とな リ ま しな 

と 隣室の 茶の 室で、 女房の、 その、 上の 姉が 皺び た 

声。 

「なんまい だ ご 

ばば とな ひめ まつ どの 

と 婆が 唱える。 …… これが II 「姫 松 殿が え ごと 耳 

しょうみょう あぶら 

を 貫く。 …… 称名の 中から、 じりじりと 脂肪の 煮え 
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